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２型糖尿病治療薬メトホルミンによる免疫疲弊解除 
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メトホルミンは世界で最も多く処方されている２型糖尿病治

療薬である。メトホルミン服用患者はそうでない患者と比較

して、発癌率および癌死率が有意に低い。その原因として血

糖降下作用、癌幹細胞傷害作用などが提唱されているが、確

かなことはわかっていない。鵜殿先生は、メトホルミンに腫

瘍に浸潤した CD8T 細胞の活性化作用があることを見いださ

れました。興味深い事に、昨今注目されている免疫チェック

ポイント分子 Tim-3を発現している CD8T細胞こそが最も活

性化されている。つまり機能の低下した疲(exhausted)CD8T

細胞の再活性化を促す。そのメカニズム解明の途中経過とが

ん治療への応用についてご講演いただきます。 
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